










Journal of Nursing, Shiga University of Medical Science
JN-SUMS































































































































































































































































Royal Manchester Children's Hospital
Royal College of Nursing
St Thomas 'Hospital
The Royal London Hospital






















































































轍-f-　ふてf. 'j rjM:汀=''ォ.こ、 W.-vywirfT　顎ir;.さ
.nt-Fi」計Irhiに.臥:.蝣# :;'一、 T州丁蝣:'蝣・&もffi wk''.した品

























































































































∫一澗i.'.・".ヰI-ム'"I'.-'ニ　ー・・,v j., v i..呼はh -:畢ffJ!1卓i・;
具によりSCU本瓢に情報提供がなされ、搬送先や搬送方



























































































































































httpv/www. mhlw. an ip/iken/dl/as-vol8-honbun. pdf
2)厚生労執省健康水道課「平成23年伽11年〕東日本
大震災水道施設被害等現噸駈空団報告書」建011. 11月)
http : //www. mhlw.那. jp/t叩ics/bukyo吋ker血ou/suido/
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2 52(1.25-5.09〕 2.42(1.20-4.91) 2.13(1.20-4.93) 2.35(1.15-4.82)
2.90(1.30-6.4郎　2.80(1.25-6.26) 2.81(1.26-6.28) 2.66(1. 17-臥03)
3 67(1.70-7.92) 3.45(1.59-7.51) 3.51(1.61-7.65) 3.28(1.48-7.2郎
Model1 :単変量解析、 Lhdel2:年齢調整、 Mode13 :年齢・雇用形態を調整、 Mode14:年齢　BMい雇用形態・閉経有無・出
産経験・配偶者有無・喫煙有無・毎日飲醇有無・保健指導希望の有無を調整














専門学校　　　41/220(18.6)　0.94帆65-1.36) 0.99(0.68-1.43) 1.00(0.69-1.44} 1.05(0.72-1.53)





TCPlド11.叶無&蝣蝣'蝣さrltl iSw<±蝣191的至Id一楢11.割t 21. ㌔-、'li・二l
あった匂本研究では過去の受診間隔を問う形で質問して
いるため単純な比較はできないが、相対的に健康-の関
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ll/92 {12.0)　34/266 (12.8)　　2/27 (7.4)
腹圧性尿失禁
失禁治療を目的とした受診率〔受診音数/対象者教(%))






けた治療法と効果の有無'(効果有/回答数<%),複数国昔, n = 75
4/6 (66.7)　11/21 (52.4)　　　0/1 (0.0)
7/10 (70.0)　13/21 (61.9)　　　0/1 (0.0)















・- "0部W'&一付,'.<牡牛ft-,恥ユ櫓は脚'iLl**|.-i -?- "..^--六
割が腺王性尿失禁であることから、同様の集団であると
推察できる。
汁¥H-JiT韓i W:*:.tt、屯畦,; < il一・:L V ^S i:主.fトて.二IL
;-;>i ,、ホ印可では駁*:,亨¥wl-Km '- 「':叫無占L・l哨'Ml
やaa:し・*蝣蝣JA・蝣蝣j*I一蝣1・、叶振Jこ蝣#¥軽<!-原田とWsL-a
る女性が4m 8%であった。また、出産経験は分娩様式
('*; ti-ト・'-> I.'i/1 /j、たこr腹I[・>>(蝣.&蝣!!p禁　発症'. "'∴'・*蝣て
高まることが明らかとされており10㌧出産経験者に腹
圧性尿失禁の割合が多いことと一致した。このことか
i", ¥riア)臥.-jja ^mヰ鵠': ]・打て1柴斉・rjT*.;蝣'甘鯨
重要であると考える。
尿失禁に関する諏軌について調査した結果、尿失禁
i till"糠<-T-;3./i.iJ能　柄一'^'Z-V-'j、 i.礼.'**_ V.い..w二
が約半数であることが明らかとなった。また受診率は





























































L'J Ji.ilI∵.さ蝣'.*.、 ft叫帖土. 1漸旨l蝣. P.:畔騎柵
における尿失禁発症の実態とリスク要因について.






















の展開. Estrela, 143, 1-ll. 2006.
10) Rortveit G, Daltveit AK,Hannestad YS, et al.
:Urinary incontinence after vaginal delivery






























































・'ごi tこ判　・Rnr..'蝣:JI--Il二・*:*lk/-<さ'・:. :jl-N¥ I.i?:L、が
識別できるよう学生が独自に作成した記号を用
いた。
く:い:まこft前fを.'蝣蝣: rs;い.''::」|r.二IBJ.'せ密Bfr ol・軒i_ *- ,
属性とイメージ、FSAの関連にはt検定を行い、




















































































































































2. 28　　　　0. 95　　　　　2. 11　　　0.89
2. 26　　　　0. 86　　　　　2. 02　　　0. 84
2. 49　　　　0.95　　　　　2.43　　　0.95
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l.-.tVy rとも土豪梅・/'百ご唾I rHII I∫　-SV) 1/'荒瀬
についてである。講義内容は、資料を用いて、終末
期と緩和ケア、子どもが考える死の概念、看護師の
























































































































「緩和ケア」 、 「身障機能低下y^.-の看護援助方法」 、
「終末期の症状緩和」 、 「醇痛コントロール」I 、 -「安
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配偶者・パートナー:あり　　　　825　　78.0 )　　358　:76.8 )　　204　　73.9 )　　0.356
月経:閉経後　　　　　　　　　　684　　　64.7 )　　292　　　62.7 )　166　　　60.1 )　　0.353








配偶者・パートナー:あり　　　　405　　　63.7 )　　202　　　66.4 )　107　　　58.2 )　　0.181
月経:閉経擾　　　　　　　　　　　309　　　　臥6　　　139　　　45.7 )　　83　　　45. 1 )　　0.584


































































































lHJq1' k什I+.輔lK畔思.ごゞ蝣.r., <i. K-LlTL二・　Ktt
2)平成22年度国民生活基礎調査.厚生労働省　2010.
























































-J・Jf-s-n. ヾし-; -　こ輔蒜Ilkv fニ・蝶拍蝣}J?-?-






























































































































































師四賀静t ICUとCOJ Vol.32(6), 2008, 481-488
ごMfcHf.frj" :期馳経　つL'i'K.二> : i)i紳l鉢叶Htov.ci.
性期から回復期のリハビリテーション. BRAm NURSI臓
2006, 22(10), 57-63
3)Tabak N, Bergn迫n R, Alpert R: The mirror as a
therapeutic t∝)1 for patients with dementi乱ht I
NLuS Pract. 1996 Sep;2(3) :i55-月
4)Feysteinson, W.岨　International reflections
on knowledge and use of the mirror in Ni∬sing
Practice. Nursing Forum volui肥44　Nol,
Jan汀ary-March 2009, 47-56
5)Freysteinson, W.M. : The use of mirrors in





il-li洋戸. l:"∫,'t-K∴ TTK-fti:. 'H三田、村J-.、 fJl蒔
あずさ、川島舞:頚月酔願患病棟看護のくふう「脳
血管障害患者に対する鏡を用いたセルフケア自立への




表1.看護の経過(A氏) 醍賀医科大学看護学ジャーナル, ll(1), 40-43
患者様の状況 アセスメント 問 題点 看護介入の実際
鏡を用いる前 救急搬送され、脳動脈癖クリ 患者 は突然の変化で状況が埋 注意 を促され ても、治療のた 患者 自身に現在の状 況を知つ
ツビング術後O降圧剤の持続 解できず安静が守れないた めの安 静が守れ ていないO てもらうための手段として、鏡
点滴 により血圧コントロール め、効果的なドレナージ管理や 体動により点滴JL,ー トやスパ の使用を検 討した8本人 .家族
中。意識が 回復した時には 血圧コントロールが国難と考え イナルドL/lンの抜圭の可能 へ境の使用の希望を確認し、
中心静脈ライン.スパイナル たeまた、留置物を自己抜去す 性があった0 鏡を用いて現状を説明した。
ドレーン、末梢 静脈ライン、 る危険性もあると考 えたe 安 静保 持 の 促 しを繰 り返 す
尿道力テlテルが留置され 自己の現状を理解することで、 度 に、興 奮状 態 を助長 させ
ている状況であった0頭 部に




















鏡を用いた時 鏡を見なが ら「そうや って読 鏡を見 て説 明することが現状を 短期記憶障害があり、口一頭 現状を口頭 で説明しても理解
明してくれたら分かるんや。」理解す るのには有効ではない だけでは理解を得 r=<い状態 を得にくし、時 まー、鏡を用いて説














鏡を用いた径 説明後から、その 日の 日中 鏡を使 って効果は得られたが 、説明後、日中は安静を保て 鏡の使用に加えて、抑制 帯と



























































































































































































































l)Feysteinson, WNC International reflections on
b氾wledge and u監of the mirror in nursing practice.





援助」. BRAINNURSING. 23軸, 90-93, 2㈱7_






NURSING 2(氾6, 22(10), 57-63






B氏 の 状 .況 アセス メント 問 題 点 看 護 介 入 の 実 際
.鏡 を用い る前 軽 度 の 呂律 緩 慢 と左 上 下 左 半 身 不全 麻 痔 による食べ 看 護 師 が 口頭 で芦 か け を 摂 食 噂 下 認 定 看 護 師 に相
隈 の 麻 痔‥が あった。暁 下 こぼ しや 飲 み こぼしの 軽 減 が しても、口角 を拭 おうとす 諌 し、鏡 を使 用 す ることで 、
は良 好 であったが 、左 口 必 要 と考 えた0健 側 は 問 題 る対 応 が できな かったe 患者 が 自 己の 状 況 を受 け
角 か らのl流 選 がみ られ 、 な<動 <た め 、本 人 が 気付 き 入れ るの に役 立 つ の では な
口元 に ついた 食 物 片 に 気 さえす れ ば 自立 を促 せ るの し、か とアドバ イスをうけた 。
づ きにくく、食 べ こぼ しをし
てい ても気 づ か ない といつ
た感 覚 の鈍 さがあ った 0
では ない か と考 えた。 本 人 に鏡 を見 な が らの 食 事
摂 取 を希 望 され るか確 認
し、卓 上 鏡 を設 置 した。
境 を用 い た時 鏡 を見 て、左 口角 か らの 食 事 を口 に運 ぶ 際 の 遠 近 感 スプー ンで 拭 お うとす る 時 自分 の 状 況 に気 づ けて、封
流 i延や 口元 につ い た食 物 が とりに<し、ようであったOlま に 、左 右 の 間 隔 が 取 れ 処 できるように変 化 が あっ
片 に気 づく発 言 や 、手 で た 、食 べ こぼしている状 況 に ず 、食 物 片 の つ い て な し、た ことを評 価 し、伝 えた 0
拭 う動 作 が 見 られた 。 気 づき、対 応 す ることができ
たため 、この 患 者 には 鏡 の
使 用 が 効 果 的 と考 えたe
頬 を拭 った り、口 に食 べ 物
を入 れ そこなった りした 。
鏡 を用 い た桂 鏡 を見 たことで、自分 の 整 食 事 摂 取 が うまくできた とい なし 本 人 の 希 望を確 認 しなが
容 にも気 を配 るようにな う実 感 が 生 活 の 意 欲 に繋 が ら、ベ ッド上 座 位 時 や 幸 い
リ、化 粧 をした り、私 服 に リ、化 粧をす るなどの 行動 変 す での 座 位 時 に 、卓 上 鏡 を
着 替 える行 動 が み られ
た 0また 自 分 か ら鏡 の 設
置 を依 噂す るように なっ
た 0
啓 に繋 が った。 設 置 した ADIL向 上 に繋 が









































































































































































0 (0.0)　　2　C乱1〕　13 (13.8)　　20 (21.3)　　E7 (60.S】
0　帆　　　　3　0.2】　IE (16.0)　　　　　7.7　　　48 (El.1】
0 ,帆　　　　3 (3,2〕　13 (13.8)　　24 (25.5)　　　〔Bi3コ
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I　本誌の和文名称は「滋賀医科大学看護学ジャーナル」、英文名称は"Journal of Nursing, Shiga
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